
日本人幼児におけるヒトと神様の知覚能力に関する
理解

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2016-06-10

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 中道, 圭人

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00009521URL



静岡大学教育学部研究報告 (人文・社会・自然科学篇)第66号 (20163)85～ 92

日本人幼児におけるヒトと神様の知覚能力に関する理解

Japaaese young children's understanding of humarr's and God's perceptual abilities.

中 道 主 人

Kelto NAKAMICHI

(平成 27年 10月 1日 受理 )

Tlus study exalnlned young chlldren's understandhg of the difFerence between hurnans and

God Sixty preschoolers were recruited frOm」 apanese public preschooi nOt having the

partlcular religous beliel Participants were asked about the perceptual abilitles (visual,

auditory,and olfactOry perceptions)of humans and God The results showed tha younger(3-

to 4ッ ear old)and middle(4‐ to 5‐ year old)children distlnguished God as havhg greater

vlsual ability than humans,but did not distlngЛ sh the auditory and olfactory perceptlons of

each agent On the other hand,dder chidren(5 to 6 year Old)distmg」 shed all perceptual

abilities of God from humans The data suggested the possibilities that Japanese young

chldren at the around age 5 had Godconcept simttar to EuroAmerican chidren's,and that

the understandig of God's perceptual abilis was mfluenced by the base knowledge about

hurnans'perception

【Keywords】 preschoobr(就学前児),go■concept(神概念),comtte development(認

知発達),andogy(類推)

問題・目的

多 くの人々は,神様を実際に見たことも,出会つたこともない。それにも関わらず,我々は

神様についての様々な概念を持つ。このような神様についての概念を,我々はいつ獲得するの

だろうか。これは,哲学や宗教学での問いとしてだけでなく,発達に関わる問いとしてとらえ

ることができる。実際,こ こ十数年の間,国外の発達心理学分野では,欧米の子どもの神様概

念に関する研究がい くつも行われてきた (e g Barrett Newman,&Richert,2003 Barrett

RIchert&Drlesenga 21Xll;Gh缶ezDasi,Guerrero,&Harrls,別 :Lane,Welman,&Evans,

2010:Makris&Pnevmatよ os,2007:Richert&Barrett,2∞ 5,Vaden&Woolley 2011:欧 米圏以

外の研究として,マヤ族を対象としたKnight,Sotlsa,Barrett,&Atran,2004を 参照)。 たとえ

ば,Richert&Barrett(2005)は米国の37歳児を対象に,あ るエージェントの知覚能力 (視覚

嗅覚・聴覚)について尋ねた (eg自分・他者・神様が遠くにあるとても小さな絵を知覚でき

るか ?)。 その結果,年少の子ども Gr=37)ですら「神様は知覚できる (eg遠 くの小さな

絵が見える)」 とチャンスレベルを超えて判断し,年長の子ども 0イ =o4)は「自分や他者は
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知覚できないが,神様は知覚できる」と判断した。それらの欧米の研究は,神様概念を獲得す

る詳細な年齢については知見の相違があるものの,‐
いずれも就学前の幼児がヒトと神様を区別

し:神様が超自然的な能力を持っと認識していることを示している。

ここで生じる素朴な疑間の1つは,「 日本の幼児も,欧米の幼児と同様に神様概念を持つのか」

である。この点に関して,少数ではあるが, 日本人幼児を対象とした研究が行われている。た

とえば中道 (21111)は ,36歳児を対象に参加児自身・母親・神様が空想上の存在 (eg妖精)

を見ることができるかを尋ねた。その結果,全体的に幼児はヒトと神様を区別した判断 (ie

自分や母親は空想上の存在を見ることができないが,神様ならできる)を なした。また中道

(21113)は,3(歳児を対象に誤信念課題の変形版を用いて,物語の主人公 (ヒ ト)や神様がそ

の場にいない間に移動された事物の位置がわかるかを尋ねた。その結果,年少児 (職 )は

ヒトと神様のいずれにも曖味な判断 (チ ャンスレベル)を したが,年中児 (45歳)は「ヒト

は事物の位置がわからない」と判断し,年長児 (5‐6歳)は「ヒトは事物の位置がわからないが,

神様はわかる」と判断した。これらの結果は, 日本の幼児でも,少なくとも56歳頃にはヒト

と神様を区別し,神様についての概念を持つ可能性を示している。

しかしながら, 日本における幼児期の神様概念の発達は,中道 (2011,2013)以外に検討さ

れていない。日本と欧米諸国では,文化に根付いている宗教 (日 本では神道・仏教,欧米では

キリスト教)や:宗教に関する風土が異なる。たとえば, 日本では欧米諸国より特定の宗教を

信仰している人の割合が低い (日 本=3割以下,欧米諸国=6,7割以上 :林 ,2010)。 その一方で
,

日本でも宗教的行事 (eg先祖の墓参り,新年の参拝)に参加する人や,観察できない宗教的

な存在 。事柄 (eg神様,祖先の霊的な力,死後の世界)を 1つでも信じている人力も割以上い

る (西 ,211119)。 つまり, 日本は特定の宗教を信仰しないような,暗黙的な宗教に関する風土

を形成していると考えられる。これらを踏まえると, 日本における幼児期の神様概念の発達を

考えるためには,欧米の研究知見ではなく, 日本人幼児を対象とした研究の蓄積が必要である。

そこで本研究ではRIchert&Barrett(2005)を 参考に,日 本の幼児がヒトや神様の知覚能力 (視

覚・聴覚・嗅覚)を どのように理解しているのかに関する実験を行つた。

また,Richёrt&Barrett(2005)は すべての課題の遂行を込みにした全体的な分析を行つ

たが,それぞれの知覚能力に関する課題の遂行を個別に検討してはいなかった。しかし,幼児

が神様概念を形成する認知的な手段を考慮すると,それぞれの知覚能力において神様に関する

理解の発達が異なるかを検討することも重要である。幼児が神様概念を形成する認知的な手段

の1つ として,類推がある (Lanё et al,201Q Mak素 &Pnevlnajkos,2007)。 たとえばLane

et al(2010)は ,米国の3櫨児に見かけ‐本当課題の変形版 (参加児に箱の覗き穴から中を覗

かせ,暗 くて中身が見えないことを確認させた後,自分以外のヒトや神様なら中身が昇えるか

を尋ねる)を実施した。その結果,年少群 (y=a6)か ら年中群 (″ =44)にかけて, ヒト

に対して「箱の中は見えない」と判断すると共に,神様にもヒトに対してと同じ判断をするこ

とが多くなり,年中群から年長群 (″ =5p)にかけて神様とヒトを区別した判断 (ie:ヒ トは

見えないが,神様は箱の中が見える)をすることが多くなった。Lane et al(2010)やその他

の研究 (Makrls&Pnevm面 kos,2KX17)は ,このような3歳から薇 頃の回答傾向が, ヒトの能

力に関する知識 (egヒ トは暗闇の中では物体を見ることができない)をベースとした類推に

よって生じており,その後の5歳以降にヒトと神様を区別し始めると主張している。

ヒトの知覚能力に関する理解は35歳 にわたり向上し,視覚や聴覚は嗅覚より早く理解され
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る (Y麺山 &師洸z,1988)。 また, 日常生活を考えると,視覚能力は幼児にも特に馴染みがあ

ると考えられる (eg園での視力検査,視力の悪い人は眼鏡をかける)。 もし幼児が類推によつ

て神様に関する概念を形成しているなら, ヒトの知覚能力に関する理解の違いによつて,神様

の知覚能力に関する判断も異なると考えられる。そこで本研究では全体的な野祇 に加え,3つ

の知覚能力 (視覚・聴覚・嗅覚)に関わる課題を個号Uに分析することとした。

方 法

参加児

年少児20名 (男 10名,女 10名 :平均月齢 =468ケ 月,範囲 =42‐51ヶ 月),年中児20名 (男

10名 ,女 10名 :平均月齢 =589ヶ 月,範囲 =路63ケ 月),年長児20名 (男 10名 ,女 10名 :平

均月齢 =Ю 2ヶ 月,範囲 =65‐76ケ 月)の計6Cl名 が参加した◇すべての参加児は,特定の宗教

を信仰していない静岡市の公立保育所に通つていた。また予備的な調査において,神様という

単語を聞いたことがあるかを尋ね,「知っている」と回答した幼児を対象とした。

課題・手続き

保育所の責任者に実験の説明・依頼を行い,実験の実施の許可を得た。その後,責任者を通

して実験の説明および幼児の実験参加の依頼を保護者に行い,代諾を得た。その上で,参加児

は保育所の静かな部屋で,個別に面接された。

面接では, まず参加児の氏名・年齢などを聞きながらラポールを形成し,実験参加の意思を

回頭で確認した。同意が得られた場合,同年齢の主人公の子ども (以下, ヒト)と神様を絵を

使つて紹介し,本課題3間 (小 さい笑顔課題,小 さい声課題,甘い匂い課題)を行った。

本課題では,参加児には知覚できない対象 (遠 くに置かれた紙に描かれた小さい絵, レコー

ダーから流れる小さい音声, ビニール袋とガラス容器に入れられた甘い匂いの消しゴム)を提

示 した後,参加児以外のエージェント (ヒ ト,神様)がその対象を知覚できるか (他者知覚質

問)を尋ねた。以下に,それぞれの課題の具体的な内容を示す。

小ざ●先劇認ぎ ζ″意と関連)参 加児から6m離れた位置に,直径2nulの笑顔 (。 )が中央に

描かれたA4用紙を提示 し,参加児に用紙に描かれた絵が見えるかを尋ねた。「見える」と回答

した参加児に何が描かれているかを尋ねたが,正 しく回答できた参加児はいなかった。参加児

の回答後,用紙を参加児の近くに移動させ,小 さい笑顔が描いてあることを確認してもらった。

その後,用紙を最初の位置に戻し,ヒ トや神様が参加児と同じ場所から絵が見えるかどうか(他

者知覚質問)を尋ねた。

/Jlさ レヽ声譲 ζ雄覚と関幾 参加児から2m離れた位置にICレ コーダーを提示し,「 こんに

ちは」という音声を小さい音量で再生し,参加児に音声が聞こえるかを尋ねた。「聞こえる」

と回答した参加児に何と言つているかを尋ねたが,正 しく回答できた参加児はいなかった。参

加児の回答後,ICレ コーダーを参加児の近くに移動し,音量を大きくし,「 こんにちは」と言つ

ていることを確認してもらった。その後,音量を小さくし,ICレ コーダーを最初の位置に戻し,

ヒトや神様が参加児と同じ場所から音声が聞こえるかどうか (他者知覚質問)を尋ねた。

すい夕い課題
=蟻

と関濾 甘い匂いの消しゴムをガラス容器に入れ,それをビニール袋

に包んだ上で参加児に提示し,袋の中の物の匂いが分かるかを尋ねた。「分かる」と回答した

参加児に何の匂いかを尋ねたが,正 しく回答できた参加児はいなからた。参加児の回答後, ビ

ニール袋から容器を取り出し,容器の蓋を開けて,甘い匂いがすることを確認してもらった。
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その後,容器の蓋を閉め,その容器をビニール袋に戻し, ヒトや神様が袋の中の物の匂いが分

かるかどうか (他者知覚質問)を尋ねた。

これらの課題の提示順はカウンターバランスされた。また,それぞれの課題で各エージェン

トの質問順はカウンターバランスされた。

舗 化

各課題の他者知覚質問に関して,参加児以外のエージェントがある対象を知覚できる (絵が

見える,音声が聞こえる,匂いが分かる)と 回答した場合に1点を,それ以外の回答に0点を与

え,エージェント別に合計点を算出した (各3点満点 :以下,知覚可能得点)。

結 果

年齢・エージェント別の知覚可能得点の違い

年齢群・エージェント別の知覚可能得点をTable lに 示す。年齢群 エージェントによる知

覚可能得点の違いを検討するため,年齢群 (3:年少・年中・年長)Xエージェント (2:ヒ ト・

神様)の分散分析を行った (参加者間千年齢群 :参加者内=エージェント)。 その結果,エージェ

ントの主効果 lF(2,57)=1971,pく 01,η:=26)が有意で, ヒトの知覚可能得点は神様より

低かつた。年齢群の主効果 lF(2.57)=228,コs)は有意でなかった。また,年齢群 Xエージェ

ント lF(2,57)=1065,pく 01,ィ :〒 27)の交互作用が有意であつた。

交互作用について検討するために,単純主効果の検定を行つた。まず,エージェント別に各

年齢群での知覚可能得点を比較したところ,ヒ ト lF(2,57)=1017,pく 01,イ =26),神様 lF

(2,57)=476,ρ く05,ィ:=14)のいずれの単純主効果も有意であつた。多重比較によると, ヒ

トでは年少児より年中児で 0く 10),年少児・年中児より年長児で得点が低く lpsく 05),

神様では年少児 。年中児より年長児で得点が高かつた (そ れぞれρく 10,ρ くЮ5)。 続いて,

年齢群別に各エージェントの知覚可能得点を比較したところ,年長児 lF(■ 57)=3939,pく

Юl,η:=41)での単純主効果が有意で,ヒ トより神様で得点が高かった 0<01)。 年少児 lF

(1,57)=_03,′ s)お よび年中児 lF(1,57)=158,コ s)の単純主効果は有意でなかった。

次に,各エージェントの知覚可能得点がチヤンスレベル (15点 )と 異なるかを検討するため,

年齢群・ユージェント別に1サ ンプルのι検定を行つた。その結果,年少児ではヒト(`(19)=87,

コs),神様 (′ (19)=123,′ s)のいずれの得点もチャンスレベルとの違いはなかった。年中児でも,

年少児と同様の結果であつた :ヒ ト (ι (19)=127,″ s),神様 (′ (19)=48,η s)。 年長児では, ヒ

トの得点はチャンスレベルより低く (ι (19)=822,pく 01,d=377),神様の得点はチャンスレ

ベルより高かった (′ (19)=5踏ρく01,d=26)。

Table l 年齢群・エージェント別の知覚可能得点 (括弧内は標準偏差)

ヒ ト

年少児 G=20)

年中児 ∝乾0)

年長児 12つ0)

170 (103)

120 (106)

0.40 (060)

1.75 (091)

1_60(094)

240 (075)

192 (093)合 計 0%0) 110 (105)

Max 3
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年齢・エージェント別の各課題における判断の違い

年齢群・課題・エージェント別に,「ある対象を知覚可能 (ie絵が見える,音声が聞こえる
,

匂いが分かる)」 と回答した参加児の割合をR劉に 1に示す。

はじめに,各エージェントの知覚能力に関する判断の年齢による違いを検討するため,課

題・エージェント別に年齢群 (3)× 知覚可能性 (2:知覚可能,知覚不可能)の χ彼 定を行つ

た。まず, ヒトでは小さい笑顔課題 (″
2(2)■

8611,pく 05,φ =38),小 さい声課題 (″
2(2)

=1091,ρ く 05,φ =43).甘い匂い課題 (χ
2(2)=571,pく lQ φ=31)のいずれにおいても,「知

覚可能」と回答した参加児は年少児で多く,年長児で少なかった (残差分析 :psく 05)。 神様

では,小さい声課題 (χ
2(2)=542,pく

10,φ =30),甘い匂い課題 (χ
2(2)=919,ρ く 05,φ =39)

において,「知覚可能」と回答した参加児は年中児で少なく,年長児で多かった (残差分析 :

psく 05)。 一方,小 さい笑顔課題 (χ
2(2)=92,ηs)では有意な違いはなく,いずれの年齢群

でもつ%以上の参加児が「知覚可能」と判断した。

次に,年齢群・課題別に各エージェントヘの回答の違いを検討するため,COchranの 2検定

を行った。まず年少児では,小 さい笑顔課題 (2(1)=33,コs),小 さい声課題 0(1)=08,■ s),

甘い匂い課題 0(1)=00,ηs)のいずれにおいても有意な違いはなかった。次に年中児では,

小さい笑顔課題 (2(1)=377,pく 10,PЪ=511)で神様に対して「知覚可能」と回答した参加

児が多かった。一方,小さい声課題 (2(1)=08,コs)お よび甘い匂い課題 0(1)=00,ηs)で

は有意な違ぃはなかった。最後に年長児では,小 さい笑顔課題 (2(1)=1029,ρ く 01,

PЪ=65),小 さい声課題 (2(1)=141111,pく 01,PЪ=70),甘い匂い課題 (2(1)=1400,pく

01,Pb=70)の いずれにおいても,神様に対して「知覚可能」と回答した参加児が多かった。
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考 察

本研究では,欧米とは宗教に関する風土の異なる日本において,幼児期におけるヒトと神様

の知覚能力に関する理解の発達を検討した。まず:全課題を込みにした分析において,年少児

(34歳)は ヒトと神様のいずれの知覚能力に関しても曖味な判断 (チ ャンスレベル)を なし,

両者を区別していなかった。年中児 (45歳)は「 (自 分が知覚できない対象を)他のヒトは知

覚できない」と判断するようになり始める一方で,神様に対しては年少児と同じような判断を

した。そして年長児 (5(歳)では,そ のヒトに対する判断がさらに強くなる一方で,「 (自 分

が知覚できない対象を)神様は知覚できる」と判断した。

本研究と同様に知覚能力に注目し,米国の幼児を対象としたRichert&Barrett(21X15)で は
,

3歳児ですら「 (自分が知覚できない対象を)神様は知覚できる」と判断していた。一方,本研

究では,チ ヤンスレベルを超えて「神様は知覚できる」と判断したのは年長児のみであつた。

また, この年長 (5‐6歳)頃にヒトと神様を区別するようになるという結果は, 日本人幼児を

対象とした中道 (2013)と 同様であつた。RIchert&Barrett(2005)を 含め,神様に関する

概念を3歳頃から獲得すると主張する欧米の研究 (e g Barrett et al.2003 Barrett et aL,2001)

と比べると,本研究や中道 (2013)の結果は,神様概念の発達が日本では2年ほど遅くなる可

能性を示 している。神様概念の発達には,他者からの証言 (H征島 &Koenig,2006)や家庭で

の信仰の度合い (Vaden&wOolley,2011)と いった環境要因が影響する。前述 (eg林 ,201Q

西,m∞)の ように,欧米とは異なり, 日本は暗黙的な宗教に関する風土を持つ。この風土を

踏まえると, 日本の幼児は神様について大人から話を聞くことや,直接的な教育を受ける機会

(eg聖書や経典を読む,ネL拝)は比較的少ない。このため,神様に関する概念を獲得する年

齢が全体的にRたhert&Barrett(2u15)よ り遅くなつたと考えられる。

本研究ではまた,Richert&Barrett(2005)と は異なる,年少児から年中児にかけての発達

的な変化が見られた。具体的に,本研究の年中児は神様の知覚能力に関して年少児と同じよう

に曖味な判断をした一方で,ヒ トの知覚能力に関して年少児より正確な判断 (ie他のと卜は知

覚できない)をする傾向があった。言い換えると,神様に関する理解に先立って,ヒ トに関する

理解が年齢発達に伴つて変化した。この結果は,動ぬσt&Barrett(2X15)と いうより,Lane

et al(2010)や Mよお &Pnevmattos(ωl17)の結果と類似している。彼らは,発達早期の子

ども達はまずヒトの特性を理解し始め:そのヒトに関する知識をベースにした類推を用いて神様

の特性を理解 し,職 頃にヒトと神様を区別すると考えていた。本研究の結果は,Lane et

d(mlo)ゃ Mtts&Pne■7matkOs(2007)の 主張を,文化圏の異なる日本の幼児において支

持したといえよう。日本では神様概念の発達に関わる環境要因の影響が少ないため,RIchert&

Barrett(21X15)で は示されなかうた神様概合の発達の認知的なプロセスが鮮明に示されたのか

もしれない。

次に,視覚・聴覚・嗅覚それぞれに関する課題の個別の分析において,神様に関する概念の

発達は,知覚能力の種類によつて異なっていた。視覚に関する課題 (小さい笑顔課題)では,

いずれの年齢群でも「神様は小さい絵を見ることができる」と判断する参加児が多く,年中児

でさえヒトと神様の視覚能力を区別した。一方,聴覚・嗅覚に関する課題 (それぞれ小さい声

課題,甘い匂い課題)の遂行は,前述の全体的な分析の結果と類似していた :年少児や年中児

はヒトと神様の聴覚・嗅覚の能力に対して類似の判断 (ie音声を聞けない,匂いを嗅げない)

をなし,年長児だけが両者の聴覚 嗅覚の能力を区別した。つまり,視覚能力に関しては, よ
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り年少の幼児でさえ,神様がヒト以上に有能な能力を持つと認識していた。と卜の知覚能力に

関する理解は35歳にかけて発達し (Yan市 &Shatz,1988),特に日常生活の中で幼児は視覚能

力に覇‖染みがあると考えられる。このため, ヒトの視覚能力を最も早期に理解 し,その理解を

ベースにしながら神様の視覚能力を類推した結果として,聴覚 嗅覚より早期にヒトと神様の

能力の区別がなされたのであろう。

このような知覚能力の種類による違いが生じた別の可能性としては,「見られている」こと

への敏感性といった要因も考えられる。たとえば,成人対象の研究では,他者が実際に存在し

なくとも, 自分の前に限のイラス トがある場合に寄付行為が増加 したり (Haley&Fessler,

2Kll15),眼の写真がある場合に未払い行為が減少する (Bateson Neme,&Roberts,2a16)こ と

が示されている。このように,ヒ トは他者の視線に対 して敏感に反応 し,行動を変化させる。

この「見られている」という感覚や行動の変化は,神様の存在を想起させるような単語 (eg霊 ,

神様,預言者)を提示されただけで生じる (Sharif&Norenzayan,2007)。 幼児達もこのよう

な敏感性を持っていたため,「見る」という神様の知覚能力の判断を変化させたのかもしれない。

今後,視覚 (見ること)と いう点に注目して神様概念の発達を検討することも興味深い。

まとめると,本研究は,本邦ではあまり検討されていない日本人幼児の神様概念の発達に関

して新たな知見を提供した。本研究や中道 (2013)の結果を踏まえると, 日本においても就学

前の56歳頃までには神様に関する概念を持ち始める可能性は高まった。しかしながら, 日本

の幼児の神様概念の発達に関する知見は少なく, さらなる研究の蓄積が必要である。たとえば
,

本研究では日本の宗教性に関する先行研究 (eg林 ,201Q西 ,21X19)に基づき,「 日本は暗黙

的な宗教に関する風土を持ち:欧米に比べて環境要因の影響が少ない」と想定していた。しか

しながら,宗教に関する風土やそれに基づく環境要因の影響の程度を詳細に検証したわけでは

ない。そのため,特定の宗教を信仰する家庭・園とそうでない家庭・園の子どもの神様概念の

比較や,異なる宗教的な風土を持つ地域の子どもの神様概念の比較 (eg沖縄地方の民間信仰

では,先祖の霊は一定期間後に神様になると考える)な ど,環境要因を考慮して検討すること

も重要であろう。また,本研究や中道 (2011,2013)で扱われていない神様の能力や特性を,

日本の幼児がどのように理解しているのかは明らかでない。たとえば,知覚以外に注目した先

行研究では,記号やルールの理解 (Barrett et al,2003),ラ イフサイクル (GimOnez Dぷ et

al,2005)に関するヒトと神様の区別を扱つていた。今後の研究では,別の種類の能力や特性

についても検討していく必要もあろう。
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